
顧客

顧 客

社 会(outside)
「未来の顧客」に対する
新しい商品・サービス

こ
こ
に
新
規
ビ
ジ
ネ
ス
が
あ
る

！

企 業
(inside)

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
広
が
り

製品・サービスの広がり

「既存顧客」に対する
既存の商品・サービス

社
会
課
題
起
点

マ
ー
ケ
ッ
ト
・
イ
ン

プ
ロ
ダ
ク
ト
・ア
ウ
ト

MAY. 2019 NO.56 12

FEATURE STORY

創
業
者
・
立
石
一
真
に
よ
る
オ
ム
ロ
ン
社
憲

顧
客
の
す
ぐ
後
ろ
に「
社
会
」

「
ア
ウ
ト
サ
イ
ド
イ
ン
」の
概
念

図
を
上
に
示
し
た
。
顧
客
の
す
ぐ

後
ろ
に
は
社
会
が
あ
り
、「
顧
客

ニ
ー
ズ
を
聞
く
」と
い
う
ベ
ク
ト

ル
を
少
し
伸
ば
せ
ば「
社
会
の
声
」

が
聞
こ
え
る
よ
う
に
な
り
、
そ
こ

に
新
規
ビ
ジ
ネ
ス
を
創
出
で
き
る

領
域
が
あ
る
と
い
う
意
味
だ
。

ア
ウ
ト
サ
イ
ド
イ
ン
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
企
業
行
動
指
針「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
コ

ン
パ
ス
」に
記
述
が
あ
る
公
式
用

語
で
、
オ
ル
タ
ナ
で
は「
社
会
課

題
の
解
決
を
起
点
に
し
た
ビ
ジ
ネ

ス
創
出
」と
訳
し
た
。

Ｇ
Ｃ
Ｎ
Ｊ（
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ン

パ
ク
ト
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
ジ
ャ
パ

ン
）と
Ｉ
Ｇ
Ｅ
Ｓ（
地
球
環
境
戦
略

研
究
機
関
）が
２
０
１
９
年
３
月
、

「
主
流
化
に
向
か
う
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
ビ

ジ
ネ
ス
」を
発
表
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
コ
ン

パ
ス
の
ス
テ
ッ
プ
１「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

を
理
解
す
る
」に
い
る
企
業
は

２
０
１
６
年
か
ら
の
２
年
間
で

54
％
か
ら
31
％
に
減
り
、
ス
テ
ッ

プ
２「
優
先
課
題
を
理
解
す
る
」は

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）が
２
０
１
５
年
９
月
に
国
連
で
採
択
さ
れ

て
、
３
年
半
が
経
っ
た
。
経
営
者
に
よ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
認
知
度
は
１
年
間
で
36
％

か
ら
59
％
に
急
上
昇
し（
２
０
１
８
年
）、
日
本
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
い
か
に
経
営
に
取

り
込
む
か
が
問
わ
れ
る
第
２
ス
テ
ー
ジ
に
突
入
し
た
。最
大
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は「
ア

ウ
ト
サ
イ
ド
イ
ン
」ア
プ
ロ
ー
チ
で
、
そ
の
ヒ
ン
ト
は「
昭
和
」や「
海
外
」に
あ
る
。

SDGsビジネス戦略

アウトサイドインは
昭和と海外に学べ

（�

森　

摂
＝
オ
ル
タ
ナ
編
集
長
、吉
田�

広
子
＝
同
副
編
集
長
、寺
町�

幸
枝
、瀬
戸
内�

千
代
、ブ
リ
ュ
ッ

セ
ル
＝
栗
田�

路
子
、
チ
ュ
ー
リ
ヒ
＝
岩
澤�

里
美
、
パ
リ
＝
羽
生�

の
り
子
、
ニ
ュ
ー
プ
リ
マ
ス
＝
ク

ロ
ー
デ
ィ
ア
ー�

真
理
、
ハ
ノ
ー
フ
ァ
ー
＝
田
口�

理
穂
、
北
京
＝
斎
藤�

淳
子
）

無
電
化
地
域
に
設
置
さ
れ
た
ソ
ー
ラ
ー
キ
オ
ス
ク（
ア
フ
リ
カ
）
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逆
に
22
％
か
ら
28
％
に
増
え
た
。

だ
が
、
企
業
の
研
究
・
開
発
や

企
画
部
門
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や

営
業
部
門
の
ス
タ
ッ
フ
に
と
っ

て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
い
う
言
葉
は
ま

だ
ま
だ
縁
遠
い
の
が
実
情
だ
。
そ

こ
で
、
ア
ウ
ト
サ
イ
ド
イ
ン
が
改

め
て
生
き
て
く
る
。

こ
れ
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る
業
種
や

規
模
の
企
業
に
と
っ
て「
お
客
さ

ま
第
一
」「
顧
客
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
」こ
と
が
最
大
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン

だ
っ
た
。ア
ウ
ト
サ
イ
ド
イ
ン
は
、

そ
の
ベ
ク
ト
ル
を
少
し
伸
ば
す
だ

け
で
、
新
た
な
事
業
創
造
や
顧
客

創
造
が
で
き
る
思
考
法
だ
。

「
社
会
の
ニ
ー
ズ
」を
つ
く
る

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
ア
ウ
ト
サ
イ
ド
イ

ン
と
い
っ
た
横
文
字
を
並
べ
る

と
、「
ど
う
せ
海
外
の
動
き
で
あ

り
、
日
本
企
業
は
関
係
な
い
」な

ど
の
声
が
出
る
か
も
し
れ
な
い
。

だ
が
、
実
は
日
本
こ
そ
が
ア
ウ
ト

サ
イ
ド
イ
ン
事
例
の
宝
庫
だ
。

ア
ウ
ト
サ
イ
ド
イ
ン
は
、
社
会

変
革
期
に
こ
そ
威
力
を
発
揮
す

る
。
昭
和
20
─
30
年
代
は
、
終
戦

か
ら
高
度
成
長
を
始
め
る
ま
で
の

大
き
な
社
会
変
革
期
で
、
多
く
の

ア
ウ
ト
サ
イ
ド
イ
ン
が
生
ま
れ
た
。

そ
の
代
表
的
な
担
い
手
は
、
オ

ム
ロ
ン（
当
時
は
立
石
電
機
）の

創
業
者
、
立
石
一
真
だ
ろ
う
。
一

真
は
１
９
５
９
年
、
社
憲「
わ
れ

わ
れ
の
働
き
で 

わ
れ
わ
れ
の
生

活
を
向
上
し 

よ
り
よ
い
社
会
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う
」を
制
定
し
た

が
、
当
時
か
ら「
社
会
ニ
ー
ズ
」と

い
う
言
葉
を
多
用
し
て
い
た
。

一
真
は「
世
の
中
が
気
付
い
て

い
な
い
社
会
の
ニ
ー
ズ
を
つ
く

る
」こ
と
に
注
力
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
当
初
は
電
子
部
品
の
専
業

メ
ー
カ
ー
だ
っ
た
同
社
は
、
自
動

改
札
機
や
家
庭
用
血
圧
計
な
ど
、

当
時
は
社
会
に
存
在
し
な
か
っ
た

商
品
を
開
発
し
、
大
企
業
に
成
長

し
て
い
っ
た
。

一
真
が
創
業
当
時
か
ら「
顧
客

ニ
ー
ズ
」で
は
な
く「
ソ
ー
シ
ャ

ル（
社
会
）ニ
ー
ズ
」と
い
う
言
葉

を
使
っ
た
の
は
、
慧け

い

眼が
ん

と
言
う
ほ

か
な
い
。
同
社
は
２
０
１
２
年
か

ら
、
こ
う
し
た
社
会
ニ
ー
ズ
を
起

点
に
し
た
社
内
ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
デ

ア
コ
ン
テ
ス
ト「
Ｔ
Ｏ
Ｇ
Ａ
」を

始
め
、
今
で
は
全
社
・
全
世
界
か

ら
７
千
近
い
テ
ー
マ
が
集
ま
る
。

「
佐
吉
電
池
」の
先
見
の
明

時
代
は
大
正
に
遡
る
。
ト
ヨ
タ

創
始
者
の
豊
田
佐
吉（
豊
田
章
男

ト
ヨ
タ
自
動
車
社
長
の
曽
祖
父
）

は
１
９
２
５
年
、
動
力
用
の「
蓄

電
装
置
」の
発
明
を
促
す
た
め
、

帝
国
発
明
協
会
に
当
時
の
金
額
で

百
万
円
の
懸
賞
金
を
持
ち
か
け
た

（『
豊
田
佐
吉
伝
』（
豊
田
佐
吉
翁

正
伝
編
纂
所
））。

そ
の
条
件
は「
百
馬
力
36
時
間

運
転
を
持
続
し
、
か
つ
、
重
量
60

貫（
約
２
２
５
㌔
㌘
）を
超
え
な

い
」と
い
う
、
今
で
も
実
現
不
可

能
な
ス
ペ
ッ
ク
だ
。
ま
だ
ト
ヨ
タ

自
動
車
が
創
業
す
る
前
の
話
だ

が
、
い
ま
、
改
め
て
世
界
規
模
で

高
ス
ペ
ッ
ク
の
蓄
電
池
が
注
目
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
そ

の
社
会
ニ
ー
ズ
に
対
す
る
洞
察
力

は
並
外
れ
て
い
た
。

松
下
電
気
器
具
製
作
所（
現
パ

ナ
ソ
ニ
ッ
ク
）が
１
９
２
０
年
に

発
売
し
た「
二
股
ソ
ケ
ッ
ト
」。
当

社会課題を起点にしたビジネスの事例
社名 プロジェクト名 概要

アディダス 靴「ウルトラブースト
パーレイ」

海洋汚染に取り組むNGOパーレイ・フォー・ジ・オーシャンズと組み、靴「ウル
トラブーストパーレイ」を開発。同団体が回収したプラスチックゴミが原料

アドレス
（東京・千代田） 月４万円で全国住み放題 国内外にある空き家と泊まりたい人をマッチングする、Co-Livingサービスを展

開。利用者は月４万円で光熱費や家具・Wi-Fi使用料込みの多拠点生活が送れる

ギンザのサヱグサ
（東京・中央）

コシヒカリ「コタキホワ
イト ギフトボトル」

2011年の長野県北部地震の被災地である栄村小滝地区と協働し、老舗子ども
服店のキンザのサヱグサは「コタキホワイト」を2015年から販売している

山陽製紙
（大阪府泉南市）

アップサイクル
「PELP!」

オフィスで出た不要なコピー用紙を専用の紙袋に入れて同社に送ることで、再
生紙に変える。それをもとにして作った封筒や名刺、メモ帳などを販売している

シュアール
（東京・品川） IT×手話で格差解消 テレビ電話を利用した遠隔手話通訳「モバイルサイン」や手話の表現から意味を

検索できるオンラインの手話辞典「スリント」などのサービスを開発している

中越パルプ工業 紙「里山物語」 竹100％の紙を製造する中越パルプ工業は2009年から森林保全・生物多様性
に貢献できる紙「里山物語」を販売。売上高の一部が里山支援団体への寄付に

ボーダレス・ジャパン
（東京・新宿）

社会起業家の
プラットフォーム

社会課題の解決につながる22の事業を行う。事業発案者には最大３千万円の事
業投資、ノウハウ、人材の提供を行い、社会起業家のプラットフォームを目指す

ヤフー 漁業の担い手育成 宮城県沿岸部全域の漁師や鮮魚店と連携して、一般社団法人フィッシャーマン・
ジャパンを設立。漁師の生き様を伝えるサイトなどを運営し、漁業の担い手を育成

ラッシュジャパン
（神奈川県愛川町）

石けん
「つながるオモイ」

原発災害からの復興を目指す福島県南相馬市の菜種油を使用した石けん「つな
がるオモイ」を2016年から販売。チェルノブイリの菜の花栽培を参考にした

リクシル 簡易式トイレ「SATO」 ビル＆メリンダ・ゲイツ財団の資金助成を受けて2013年から簡易式トイレ「SATO」
の開発を開始。バングラデシュでは２ドルで販売。衛生課題の解決を目指す
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時
、
電
力
会
社
と
各
家
庭
へ
の
電

力
契
約
は
電
球
一
つ
分
と
決
ま
っ

て
お
り
、
電
気
を
つ
け
れ
ば
他
の

家
電
製
品
が
使
え
な
い
状
況
だ
っ

た
。
こ
う
し
た
不
便
を
解
決
す
る

と
い
う
意
味
で
、
顧
客
ニ
ー
ズ
だ

け
で
な
く
社
会
ニ
ー
ズ
を
解
決
し

た
商
品
と
い
え
る
。

シ
マ
ノ
が
世
界
の
自
転
車
パ
ー

ツ
産
業
で
大
き
な
シ
ェ
ア
を
占
め

た
の
は
、
１
９
７
０
年
代
に
米
国

で
起
き
た
社
会
構
造
の
変
化
が

き
っ
か
け
だ
っ
た
。
自
動
車
の
急

速
な
普
及
で
米
国
人
が
肥
満
や
心

臓
病
に
不
安
を
抱
く
よ
う
に
な

り
、
健
康
志
向
が
強
ま
っ
た
。
こ

う
し
て
米
国
で
自
転
車
の
大
ブ
ー

ム
が
巻
き
起
こ
っ
た
の
だ（『
シ

マ
ノ 

世
界
を
制
し
た
自
転
車

パ
ー
ツ
』山
口
和
幸
著
、光
文
社
）。

当
時
、
米
国
駐
在
だ
っ
た
島
野

喜
三（
そ
の
後
、
社
長
、
会
長
）は
、

欧
州
製
が
主
力
だ
っ
た
変
速
機
や

ブ
レ
ー
キ
な
ど
の
安
価
な
部
品
を

米
国
の
自
転
車
メ
ー
カ
ー
や
自
転

車
店
に
提
案
し
、
そ
れ
が
世
界
展

開
の
端
緒
に
な
っ
た
。

今
後
、
日
本
は
新
た
な
社
会
変

革
期
に
入
る
。
人
口
減
少
は
加
速

し
、自
治
体
に
よ
っ
て
は
活
力
が
失

わ
れ
、「
消
滅
可
能
性
」も
現
実
の

も
の
に
な
る
だ
ろ
う
。
高
齢
化
は

す
で
に
大
き
な
社
会
課
題
に
な
り
、

貧
富
の
格
差
も
進
む
。
２
０
１
８

年
12
月
に
改
正
出
入
国
管
理
法
が

成
立
し
た
こ
と
で
、
今
後
は
外
国

人
労
働
者
が
増
え
、
実
質
的
な
移

民
社
会
へ
と
移
行
す
る
。

こ
う
し
た
社
会
の
変
化
や
社
会

課
題
の
顕
在
化
は
、
多
く
の
企
業

に
と
っ
て
事
業
リ
ス
ク
で
あ
る
と

と
も
に
、
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
る
。

ア
ウ
ト
サ
イ
ド
イ
ン
は
今
後
、
日

本
企
業
が
生
き
残
り
を
か
け
て
取

り
組
む
べ
き
社
会
課
題
を
、
同
業

他
社
よ
り
先
に
見
つ
け
る
た
め
に

も
、
重
要
な
戦
略
だ
。

　
　

  （
森　

摂
）＝
敬
称
略

米
国
で
は
、
社
会
課
題
の
解
決

の
た
め
に
、
富
豪
や
経
営
者
が
積

極
的
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
っ

て
い
る
。ビ
ル
・
ゲ
イ
ツ
や
マ
ー
ク
・

ザ
ッ
カ
ー
バ
ー
グ
な
ど
10
カ
国
の

富
豪
28
人
が
、
２
０
１
５
年
に
開

か
れ
た
第
21
回
気
候
変
動
枠
組
条

約
締
約
国
会
議（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
）を

き
っ
か
け
に
設
立
し
た「
ブ
レ
イ
ク

ス
ル
ー
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
コ
ー
リ

シ
ョ
ン
」は
そ
の
一
つ
だ
。

同
組
織
は
、ベ
ン
チ
ャ
ー
・
キ
ャ

ピ
タ
ル「
ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
」を
傘
下
に

置
く
。
10
億
㌦（
約
1
千
億
円
）の

フ
ァ
ン
ド
を
運
用
す
る
同
Ｖ
Ｃ
は
、

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
目
的
に

活
動
す
る
中
小
企
業
や
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
へ
資
金
援
助
を
行
う
。

ピ
ボ
ッ
ト
・
バ
イ
オ（
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
州
）
は
同
Ｖ
Ｃ
か
ら

２
０
１
８
年
、７
千
万
㌦（
約
76
億

円
）の
資
金
援
助
を
得
た
。
合
成
肥

料
に
代
わ
り
、
微
生
物
を
使
っ
て

合
成
肥
料
と
同
様
の
効
果
が
見
込

め
る
バ
イ
オ
製
品
の
開
発
を
進
め

る
。
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
を
大
幅

に
減
ら
せ
る
だ
け
で
な
く
、
肥
料

散
布
を
削
減
す
る
こ
と
で
、
農
家

に
と
っ
て
も
、
効
率
的
な
生
産
が

可
能
と
な
る
画
期
的
な
製
品
と
し

て
期
待
さ
れ
て
い
る
。

世
界
で
最
も
財
政
力
が
あ
る
慈

善
団
体
ト
ッ
プ
10
の
う
ち
６
団
体

は
、
ビ
ル
＆
メ
リ
ン
ダ
・
ゲ
イ
ツ
財

団
を
筆
頭
に
米
国
を
拠
点
に
し
て

い
る
。
社
会
問
題
の
解
決
を
目
指

す
起
業
家
は
、
こ
れ
ら
の
非
営
利

団
体
か
ら
資
金
面
や
人
的
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
支
援
を
得
る
こ
と
で
、

米
国
内
だ
け
で
な
く
世
界
規
模
の

社
会
変
革
を
目
指
す
仕
組
み
が
生

ま
れ
る
。

ト
ム
ソ
ン
・
ロ
イ
タ
ー
財
団
が

世
界
の
社
会
起
業
家
９
０
０
人
に

行
っ
た
調
査「
社
会
起
業
家
に
と
っ

て
最
も
良
い
国
」（
２
０
１
６
年
）

に
よ
る
と
１
位
は
米
国
、
２
位
は

カ
ナ
ダ
、３
位
は
英
国
で
、日
本
は

40
位
。
評
価
項
目
は「
政
府
に
よ
る

支
援
」「
技
量
の
あ
る
ス
タ
ッ
フ
の

確
保
が
可
能
」「
事
業
投
資
を
得
や

す
い
」「
社
会
起
業
家
が
生
活
力
を

確
保
で
き
る
」の
４
点
だ
。

米
国
で
は
、
資
金
面
以
外
で
も

人
脈
と
頭
脳
を
提
供
す
る
非
営
利

団
体
ア
シ
ョ
カ
や
Ｔ
Ｅ
Ｄ
、イ
ン
パ

ク
ト
投
資
を
推
進
す
る
ア
キ
ュ
メ

ン
、エ
ン
デ
バ
ー
な
ど
、
多
角
的
な

手
段
を
通
じ
て
、
社
会
貢
献
と
ビ

ジ
ネ
ス
を
結
び
付
け
た
活
動
を
積

極
的
に
支
援
す
る
環
境
が
揃
っ
て

い
る
。

例
え
ば
、
ワ
ク
チ
ン
と
予
防
接

種
の
た
め
の
世
界
同
盟
で
あ
る「
Ｇ

Ａ
Ｖ
Ｉ
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
」は
、
ビ
ル

＆
メ
リ
ン
ダ
・
ゲ
イ
ツ
財
団
か
ら
、

同
財
団
に
よ
る
最
高
額
の
資
金
提

供
に
当
た
る
15
億
㌦（
約
１
７
０
０

億
円
）を
２
０
１
６
年
に
受
け
た
。

こ
の
資
金
援
助
に
よ
っ
て
世
界
規

模
で
低
所
得
国
の
人
を
対
象
と
し

た
予
防
接
種
の
ワ
ク
チ
ン
配
布
を

行
っ
た
。　
　

  

（
寺
町 

幸
枝
）

起
業
家
支
援
が
手
厚
い
米
国

松下が発売した「二灯クラスター」
（二股ソケット）
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ナ
タ
リ
ー
さ
ん
は
２
０
１
５

年
、
プ
ラ
ご
み
を
元
か
ら
絶
つ
取

り
組
み
が
急
務
だ
と
し
て
、
シ

テ
ィ
ー
・
ツ
ー
・
シ
ー（C

ity to 

Sea

）を
起
業
し
た
。
シ
テ
ィ
ー
・

ツ
ー
・
シ
ー
は
、
英
国
特
有
の

社
会
的
企
業（C

om
m

unity 

Interest C
om

pany=
Ｃ
Ｉ
Ｃ
）

と
い
う
形
態
を
取
り
、
利
益
を
社

会
的
課
題
の
解
決
に
使
う
。

リ
フ
ィ
ル
は
極
め

て
シ
ン
プ
ル
な
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
だ
。
出
先
で
新

し
い
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
入

り
の
飲
料
水
を
買
わ

ず
、
喫
茶
店
や
レ
ス
ト

ラ
ン
で
、
持
参
の
マ
イ

ボ
ト
ル
に
水
道
水
を

入
れ
て
も
ら
お
う
と

働
き
か
け
る
も
の
。
英

国
民
は
一
人
当
た
り

平
均
年
１
５
０
本
の

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
飲
料

水
を
消
費
し
て
い
る
。
国
民
の
１

割
が
週
に
一
度
リ
フ
ィ
ル
す
る
よ

う
に
な
れ
ば
、
年
３
億
４
千
万
本

の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
削
減
に
な
る
と

の
計
算
だ
。

店
に
と
っ
て
は
売
上
減
に
な

り
そ
う
だ
が
、
ス
マ
ホ
の
専
用
ア

プ
リ
を
使
っ
て
ゲ
ー
ム
感
覚
で

や
っ
て
く
る
若
者
が
増
え
、
快
く

リ
フ
ィ
ル
し
て
く
れ
る
店
で
は
、

リ
ピ
ー
タ
ー
や「
つ
い
で
買
い
」

が
増
え
、
売
り
上
げ
増
加
に
つ
な

が
っ
て
い
る
と
い
う
。

主
旨
に
賛
同
し
て
フ
リ
ー
・
リ

フ
ィ
ル
を
提
供
す
る
場
所
は
、
地

元
の
独
立
店
ば
か
り
で
な
く
、
ス

タ
ー
バ
ッ
ク
ス
や
ホ
ー
ル
フ
ー
ズ

な
ど
の
大
手
チ
ェ
ー
ン
店
や
空
港

な
ど
に
も
広
が
っ
て
い
る
。
そ
の

数
は
全
国
で
１
万
４
千
カ
所
以
上

に
上
る
。

店
で
は「F

ree T
ap W

ater

」

の
青
い
ス
テ
ッ
カ
ー
を
見
や
す
い

と
こ
ろ
に
貼
り
、
利
用
者
は
ス
マ

ホ
・
ア
プ
リ
で
最
寄
り
の
リ
フ
ィ

ル
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
探
す
。

世
界
で
約
５
千
億
本
を
消
費

世
界
の
プ
ラ
生
産
量
は
年
間
約

４
億
㌧
。
そ
の
半
分
以
上
が
、ほ
ん

の
一
瞬
し
か
使
わ
れ
ず
に
捨
て
ら

れ
る
、「
使
い
捨
て
プ
ラ
」だ
。
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
消
費
量
は
近
年
急
増

し
、世
界
で
は
４
８
０
０
億
本
、日

本
だ
け
で
も
２
３
０
億
本
と
推
計

さ
れ
て
い
る
。

「
プ
ラ
ご
み
の
徹
底
回
収
」や「
リ

サ
イ
ク
ル
改
善
」こ
そ
が
大
事
で

あ
る
と
い
っ
た
意
見
や
、
レ
ジ
袋

や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ば
か
り
を
悪
者

に
す
る
な
と
い
う
声
も
あ
る
。
だ

が
そ
れ
で
は
更
な
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
や
Ｃ
Ｏ
２
排
出
増
に
つ
な
が

り
か
ね
な
い
。

必
須
の
用
途
に
は
持
続
可
能
な

代
替
プ
ラ
を
用
い
、そ
れ
以
外
は
、

市
民
が
生
活
ス
タ
イ
ル
を
少
し
だ

け
変
革
し
、
経
済
界
が「
サ
ー
ビ

ス
の
質
」を
少
し
工
夫
す
れ
ば
脱

プ
ラ
は
達
成
可
能
。
急
ぐ
べ
き
は

「
削
減
」だ
と
シ
テ
ィ
ー
・
ツ
ー
・

シ
ー
は
信
じ
る
。

ナ
タ
リ
ー
さ
ん
は
、も
と
も
と
、

知
名
度
の
あ
る
ニ
ュ
ー
ス
キ
ャ
ス

タ
ー
で
あ
り
文
筆
家
。
メ
デ
ィ
ア

と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
強
く
、
企

業
を
説
得
し
て
パ
ー
ト
ナ
ー
に
取

り
込
み
、
英
国
ば
か
り
か
、
世
界

中
の
市
民
組
織
や
企
業
に
向
け
て

発
信
す
る
。
水
道
水
が
美
味
し
い

は
ず
の
日
本
に
広
が
ら
な
い
理
由

は
な
い
。

ロ
ン
ド
ン
の
バ
ス
停
で
目
立
つ
告
知
広
告

�
©
R
E
F
ILL-C

itytoS
ea

深
刻
化
す
る
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
問
題
。
分
別
や
リ
サ
イ
ク
ル
を
進
め
て
い
る
が
、

急
務
な
の
は「
削
減
」だ
。
ニ
ュ
ー
ス
キ
ャ
ス
タ
ー
だ
っ
た
ナ
タ
リ
ー
・
フ
ェ
ー
さ
ん

は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
大
幅
削
減
を
目
指
す「
リ
フ
ィ
ル
」（
Ｒ
Ｅ
Ｆ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
）プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
そ
の
取
り
組
み
は
英
国
全
体
に
広
ま
り
つ
つ
あ
る
。

�

（
栗
田�

路
子
＝
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
）

飲
食
店
が
無
料
で
リ
フ
ィ
ル

英国

C
ity-to-S

ea

を
起
業
し
た
ナ
タ
リ
ー
・
フ
ェ
ー
さ
ん
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